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概要 

	
 ユビキチン類似タンパク質である SUMO（Small Ubiquitin-like Modifier）に
よる翻訳後修飾機構（SUMO化）は、真核生物にとって必須であり、さまざ
まな細胞機能に関与することが知られています。遺伝学的解析により、SUMO
化は細胞分裂に必須であり、中でも染色体分裂に重要な働きを持つことが示

唆されていました。M期の染色体分裂における SUMO化の分子機能を明らか
にするため、我々の研究室では、カエル卵抽出液を用いて染色体上で SUMO化
されているタンパク質の同定し、その機能変化を生化学、細胞生物学的に調

べてきました。これまでの結果より、M期染色体のセントロメア領域におい
て、DNAトポイソメラーゼ II（Topo2）及びポリ-ADPリボシルポリメラーゼ
（PARP1）が SUMO化されており、これらの酵素活性が SUMO化により制御
されている可能性が示唆されました。加えて、SUMO化された Topo2と PARP1
は、SUMO結合モチーフ（SIM）を持つタンパク質に特異的に結合することが
明らかになり、SIMを有する結合タンパク質が SUMO化依存的にM期セント
ロメアに局在することを示しました。これらの SUMO依存的セントロメアタ
ンパク質には、M期チェックポイント制御因子とクロマチン制御因子が含ま
れ、M期染色体上における SUMO化が、染色体分配のタイミングと染色体構
造の両者の制御に関わることが示唆されました。今回のセミナーでは、これ

らの M期セントロメア上での SUMO化の分子機構と、その生物学的意義を踏
まえて議論したいと思います。 
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